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2024年秋、本校独自の人工衛星「YODAKA」打ち上げに向け
た「衛星開発プログラム」の中で、東京大や岩手医大の教授、
JAXAの指導のもと、学びを深めます。

花高スペースプロジェクト

【応援活動】
応援団幹部が中心となって全校生徒を
鼓舞し、活発な応援活動が展開されて
います。壮行式では全校生徒が選手に
対して熱いエールを送ります。

【校内体育大会】
６月下旬に行われる、生徒が最も楽
しみにしている行事の１つです。ク
ラスごとにデザインしたオリジナル
Ｔシャツを着て、３日間熱戦が繰り
広げられます。

各文化部や、H×ACT の研究発表の場となり
ます。また、クラスごとの楽しい催し物も用
意されています。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 3月2月1月
学
校
行
事
予
定

【全国大会出場】

令和6年度

令和4年度

令和5年度

の
知

を
扉

く
開

「主体的、対話的で深い学び」のための授業実践 「総合的な探究の時間（H×ACT）」
「花高スペースプロジェクト」で、さらなる高みへ
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動

部

陸上競技部、水泳部、バスケットボール部、バレーボール部、
卓球部、ソフトテニス部、サッカー部、ハンドボール部、
バドミントン部、柔道部、剣道部、弓道部、硬式テニス部、
硬式野球部、アーチェリー部

合唱部、吹奏楽部、文芸部、放送部、写真部、英語部、茶道部、
科学部、軽音楽部、美術部、囲碁将棋部

運
動
部

文
化
部

人間力の向上を目指すさまざまな学校行事

夜間歩行

入学式

桜雲祭

大学入試共通テスト100日前集会

宇宙飛行士講演会

CanSat 人工衛星YODAKA

修学旅行

各科目、３つのコースを設定し、学期ごとに具体的な学習到
達目標を明示して授業を展開します。

1. 学期シラバスの作成

２. 教科横断的学び（STEAM探究）の実践

１人１台のICT機器を活用し、個別最適な学びや協働的な
学びを推進します。

3. ICTの積極的な活用

課題解決には教科（文系・理系）の垣根を超えた学びが必要
令和6年度は長期休業中の「学びの祭典」で

などを教科横断的に学びました。
外部の施設見学や、大学の先生方による演習も取り入れて
います。 教科や校種を越えた学びは自分の可能性を広げて
くれます。

生徒は３つのコースから自分の目標に
合わせて選択します

➡自ら生活（人生）をデザインする力を育成

を
知

に
共

める
深

を
知

に
共

める
深

●エネルギー施設見学

●ボールロボットプログラミング

●元素の世界（理科×英語）

●AIを用いた医療への応用

❶現代社会の諸課題をとらえ、問題を解決する方策を探る能力（課題発見・解決力、
情報収集・分析・整理力、考え抜く力）

❷主体的・協働的に学ぶ姿勢（コミュニケーション力）
❸正解のない課題について考え、自らの言葉で表現できる力（論理的構成力、表現
力、説明力）

STUDY
FIELDWORK

RONBUN

LECTURE

写真部 文芸部

弓道部（女子：全国選抜大会岩手県勢初優勝、
岩手県高体連強化拠点校）

ハンドボール部（男子：岩手県高体連強化拠点校） 剣道部

水泳部

陸上競技部（男子：
岩手県特別強化指定校）

アーチェリー部

科学部

活
動
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花高生として3年
間で最低限学んで
欲しいレベル

BA C
国公立大学など全
国レベルに到達す
るために必要なレ
ベル

桜雲コース
東北大をはじめと
する旧帝大・医学
部などを目指すた
めに必要なレベル

黒橋コース花高
スタンダード

身につく力  と  身につける力

青春をかける！全国を目指す！
「受験のためだけの勉強」から、「個別最適な学び・協働的な学び」へ
「自分の夢や目標を実現するため」、「第一志望を叶えるため」に
前向きに取り組む生徒を育てたい。 令和５年度文部科学大臣表彰キャリア教育優良学校受賞
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【ハクプレ＝発表】
ハクプレⅠとして、７
月上旬に、グループ・
個人による研究発表
を行います。ハクプレ
Ⅱとして、７月末に、
ハクプレⅠで選抜さ
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演していただ
きます。
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弓道部（女子：全国選抜大会岩手県勢初優勝、
岩手県高体連強化拠点校）

ハンドボール部（男子：岩手県高体連強化拠点校） 剣道部
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陸上競技部（男子：
岩手県特別強化指定校）
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国公立大学など全
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るために必要なレ
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桜雲コース
東北大をはじめと
する旧帝大・医学
部などを目指すた
めに必要なレベル

黒橋コース花高
スタンダード

身につく力  と  身につける力

青春をかける！全国を目指す！
「受験のためだけの勉強」から、「個別最適な学び・協働的な学び」へ
「自分の夢や目標を実現するため」、「第一志望を叶えるため」に
前向きに取り組む生徒を育てたい。 令和５年度文部科学大臣表彰キャリア教育優良学校受賞



2024年秋、本校独自の人工衛星「YODAKA」打ち上げに向け
た「衛星開発プログラム」の中で、東京大や岩手医大の教授、
JAXAの指導のもと、学びを深めます。

花高スペースプロジェクト

【応援活動】
応援団幹部が中心となって全校生徒を
鼓舞し、活発な応援活動が展開されて
います。壮行式では全校生徒が選手に
対して熱いエールを送ります。

【校内体育大会】
６月下旬に行われる、生徒が最も楽
しみにしている行事の１つです。ク
ラスごとにデザインしたオリジナル
Ｔシャツを着て、３日間熱戦が繰り
広げられます。

各文化部や、H×ACT の研究発表の場となり
ます。また、クラスごとの楽しい催し物も用
意されています。
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「主体的、対話的で深い学び」のための授業実践 「総合的な探究の時間（H×ACT）」
「花高スペースプロジェクト」で、さらなる高みへ
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CanSat 人工衛星YODAKA

修学旅行

各科目、３つのコースを設定し、学期ごとに具体的な学習到
達目標を明示して授業を展開します。

1. 学期シラバスの作成

２. 教科横断的学び（STEAM探究）の実践

１人１台のICT機器を活用し、個別最適な学びや協働的な
学びを推進します。

3. ICTの積極的な活用

課題解決には教科（文系・理系）の垣根を超えた学びが必要
令和6年度は長期休業中の「学びの祭典」で

などを教科横断的に学びました。
外部の施設見学や、大学の先生方による演習も取り入れて
います。 教科や校種を越えた学びは自分の可能性を広げて
くれます。

生徒は３つのコースから自分の目標に
合わせて選択します

➡自ら生活（人生）をデザインする力を育成
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●ボールロボットプログラミング

●元素の世界（理科×英語）

●AIを用いた医療への応用

❶現代社会の諸課題をとらえ、問題を解決する方策を探る能力（課題発見・解決力、
情報収集・分析・整理力、考え抜く力）

❷主体的・協働的に学ぶ姿勢（コミュニケーション力）
❸正解のない課題について考え、自らの言葉で表現できる力（論理的構成力、表現
力、説明力）
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スタンダード

身につく力  と  身につける力

青春をかける！全国を目指す！

本校では、年間を通してさまざまな学
校行事が行われています。生徒一人ひ
とりがそれぞれの行事に意欲的に取り
組み、社会で活躍するために必要な力
を身につけています。

「受験のためだけの勉強」から、「個別最適な学び・協働的な学び」へ
「自分の夢や目標を実現するため」、「第一志望を叶えるため」に
前向きに取り組む生徒を育てたい。 令和５年度文部科学大臣表彰キャリア教育優良学校受賞
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「受験のためだけの勉強」から、「個別最適な学び・協働的な学び」へ
「自分の夢や目標を実現するため」、「第一志望を叶えるため」に
前向きに取り組む生徒を育てたい。

全ての部活動が全国の舞台に立つこ
とを目標に、努力を重ねています。
生徒一人ひとりが部の仲間や他校の
ライバルと互いに切磋琢磨し合いな
がら、日々成長しています。

令和５年度文部科学大臣表彰キャリア教育優良学校受賞



在校生からのメッセージ
卒業生からのメッセージ

私は科学が好きで、科学部に入部しました。そし
て、「科学の甲子園」という理科・数学・情報の分
野から出題される課題に取り組む競技に参加するた
めに、活動に打ち込みました。学校としては今までこ
の大会に出場したことがありませんでしたが、大会の魅力を部員や顧問
の先生に伝えると、私の考えに賛同し、協力してくれました。先生方は、
過去に出題された課題や、授業でまだ習っていない範囲の理科の教科書
や参考書を紹介して下さいました。さらに、岩手医科大学の先生方にも
実験器具の使い方などの指導をいただき、この大会で「県大会優勝・全
国大会出場」をすることができました。このように、自分が「これをや
りたい」と声をあげれば、学校全体でサポートしてくれる学校がここ、
花巻北高校です。ぜひ私たちと一緒に充実した高校生活を送りましょう。

田中 航史朗（2年・宮野目中学校卒業）

花巻北高校は、学習と部活動の両方に力を入れて
充実した高校生活を送ることができる場所だと感
じています。授業中はもちろん、それ以外の時間に
も自分の分からない部分を先生方が親身に教えてくれ
て、友人との教え合いの機会も多く、進路目標の達成に近づいている実感
があります。部活動は吹奏楽部に所属していて、部員の心をひとつにした
演奏をするために必要なコミュニケーション能力や主体的に活動する姿勢
を身につけることができました。学習と部活動の両立に力を入れることで
時間の使い方が上手くなり、さらに自分の可能性を広げることもできます。
ぜひこの花巻北高校で３年間の高校生活を謳歌しましょう！

宇津宮 楓子（３年・石鳥谷中学校卒業）

私が花巻北高校で最も魅力を感じていることは、
部活動を通して得られる達成感と仲間との絆です。
私は弓道部に所属し、昨年度の全国選抜大会で優勝
という大きな成果をつかむことができました。仲間と支
え合いながら練習を重ね、何度も壁にぶつかりながらも最後まで諦めずに
挑戦し続けた日々は、自分にとって大切な経験になりました。もちろん勉
強との両立は簡単ではありませんが、限られた時間の中で工夫して取り組
む力も身につきました。花巻北高校には、夢中になれるものを本気で追い
かけられる環境があります。皆さんもぜひ、熱くなれることを見つけて高
校生活を楽しんでください！

森鍵 日葵（3年・東和中学校卒業）

花巻北高校には、自分の新しい可能性に気づく
チャンスがたくさんあります。私はホームステイ
受け入れを機に英語への意欲が高まり、ＡＳＭＳＡ
海外派遣で憧れのアメリカへ短期留学することができ
ました。海外で多くの人と出会って刺激を受け、新たな目標も見つかり
ました。その他にもＨ×ＡＣＴやスペースプロジェクトを通して、新し
い友人がたくさんでき、自分の世界が広がります。みなさんも自分の中
の「楽しい」を見つけながら一緒に充実した高校生活を楽しみましょう！

宮地 美羽（3年・北上北中学校卒業）

花巻北高校での生活は、自分を成長させるチャン
スの宝庫です。その一つが宇宙に関する様々な取
り組みを行うスペースプロジェクトです。私はこの
プロジェクトのプログラムに積極的に参加しました。人
工衛星に関するワークショップに参加し、学会での発表も行いました。ま
た、JAXAで実際の人工衛星に触れ、その衛星の打ち上げ中継を体育館で
全校生徒と見ることができました。どれも普通の高校生ではできない、花
巻北高校に入学したからこそできた貴重な体験です。この体験から、今ま
で未知の存在であった宇宙でも自分のできることはたくさんあると知り、
未知のものに挑んでいく積極性を身につけることができました。皆さんも
この花巻北高校で充実した生活を送り、自分を成長させてみませんか？

瀬川 真央（３年・江釣子中学校卒業）

花巻北高校にはたくさんの魅力があります。その
一つが、姉妹校のＡＳＭＳＡとの相互海外派遣事業
です。私はこの派遣生としてアメリカに渡り、新しい
発見や出会いを通して自分の視野を広げることができま
した。また、アメリカからの派遣生との国際交流も活発に行われています。
さらに、スペースプロジェクトやＨ×ＡＣＴの探究活動では、様々な分野
に触れることで貴重な経験ができます。このように、花巻北高校には自分
の目標を見つけたり、やりたいことに挑戦できる機会がたくさんあります。
ぜひ魅力溢れる花巻北高校で、充実した高校生活を楽しみましょう！

髙野橋 瑛奈（2年・湯口中学校卒業）

花巻北高校では、自分のやりたいことに挑戦でき
る環境が整っています。特に探究活動「Ｈ×ＡＣＴ
（ハクト）」では、自分が興味のあるテーマを設定し、
調査・研究・発表まで主体的に取り組むことができます。
宇宙や環境、地域課題など多様なテーマがあり、生徒たちは自由な発想で
活動することができます。また、活動を通じて、多くの人と出会い、視野
を広げることもできます。私は「花巻周遊デジタルスタンプラリー」を開
催し、プレゼンテーションをしていく中で多くの学びを得ることができま
した。この学校は、自分を成長させたい人にぴったりです。あなたも花巻
北高校で充実した３年間を過ごしてみませんか？

伊藤 琉賀（3年・南城中学校卒業）

桜雲台での青春の日々が 輝く君の未来へと繋がる

日本オリンピック委員会提供



在校生からのメッセージ
卒業生からのメッセージ

Far East Neurosurgical Institute（FENI），
札幌禎心会病院 院長代行 脳卒中センター長
旭川医科大学 脳神経外科 臨床教授
東京医科大学 脳神経外科 臨床教授

谷川  緑野【たにかわ ろくや】

第45期（昭和55年度卒）

これから何を選んだとしても、その場所で

誠実に一歩ずつ努力していけば、きっとそ

の先に続く道が見えてくる。だから今は、

三年間しかない貴重な高校生活を精いっぱ

い楽しんでください。（同窓会報「桜雲臺

第62号」より抜粋）

花巻北高での 3 年間は心身ともに子どもか

ら大人に成長していく過程で、人生の中で

最も多くのことを感じ、吸収していく時期最も多くのことを感じ、吸収していく時期

です。将来の自己実現と社会貢献するための重要な準備期間であり、北高で

出会った友達や先生方はかけがえのない人生の財産です。還暦を過ぎた現在

でも当時ともに汗と涙を流した応援団の仲間はいつも心のよりどころです。

花巻の伝統県立高校である北高での高校生活はきっと皆さんの人生を豊かな

ものにしてくれるはずです。花巻北高で素晴らしい3年間を送ってください！

箱根駅伝出場。その夢を胸に花巻北高校に入学、そ
して陸上部に入部しました。毎年テレビで観ていた
憧れの駅伝に出場するため、毎日一心不乱に練習し
ました。しかし、記録は伸び悩み、「努力は必ずしも報われない」、そんな
人生の厳しさを突き付けられました。
高校 1 年生の冬に顧問の先生が競歩へと導いてくださり、私の人生が大
きく切り開かれました。
黒橋魂と桜雲臺精神が私の原点としてあり、人生を後押ししてくださる先
生方、そして同じ志を持つ仲間たちと出会えたからこそ、困難に直面して
も「報われるまで努力し続ける」ことができました。
入学される皆さんが高校生活を経て、大きく成長し、明るい未来への一歩
を踏み出せることを心より応援しています。

阿部  暁子【あべ あきこ】

第68期（平成15年度卒）

髙橋  和生【たかはし かずき】

第79期（平成26年度卒）・早稲田大学卒

2025 年本屋大賞 『カフネ』受賞

株式会社ＡＤワークスグループ
パリオリンピック 2024
混合 42.195km競歩リレー 日本代表

私は科学が好きで、科学部に入部しました。そし
て、「科学の甲子園」という理科・数学・情報の分
野から出題される課題に取り組む競技に参加するた
めに、活動に打ち込みました。学校としては今までこ
の大会に出場したことがありませんでしたが、大会の魅力を部員や顧問
の先生に伝えると、私の考えに賛同し、協力してくれました。先生方は、
過去に出題された課題や、授業でまだ習っていない範囲の理科の教科書
や参考書を紹介して下さいました。さらに、岩手医科大学の先生方にも
実験器具の使い方などの指導をいただき、この大会で「県大会優勝・全
国大会出場」をすることができました。このように、自分が「これをや
りたい」と声をあげれば、学校全体でサポートしてくれる学校がここ、
花巻北高校です。ぜひ私たちと一緒に充実した高校生活を送りましょう。

田中 航史朗（2年・宮野目中学校卒業）

花巻北高校は、学習と部活動の両方に力を入れて
充実した高校生活を送ることができる場所だと感
じています。授業中はもちろん、それ以外の時間に
も自分の分からない部分を先生方が親身に教えてくれ
て、友人との教え合いの機会も多く、進路目標の達成に近づいている実感
があります。部活動は吹奏楽部に所属していて、部員の心をひとつにした
演奏をするために必要なコミュニケーション能力や主体的に活動する姿勢
を身につけることができました。学習と部活動の両立に力を入れることで
時間の使い方が上手くなり、さらに自分の可能性を広げることもできます。
ぜひこの花巻北高校で３年間の高校生活を謳歌しましょう！

宇津宮 楓子（３年・石鳥谷中学校卒業）

私が花巻北高校で最も魅力を感じていることは、
部活動を通して得られる達成感と仲間との絆です。
私は弓道部に所属し、昨年度の全国選抜大会で優勝
という大きな成果をつかむことができました。仲間と支
え合いながら練習を重ね、何度も壁にぶつかりながらも最後まで諦めずに
挑戦し続けた日々は、自分にとって大切な経験になりました。もちろん勉
強との両立は簡単ではありませんが、限られた時間の中で工夫して取り組
む力も身につきました。花巻北高校には、夢中になれるものを本気で追い
かけられる環境があります。皆さんもぜひ、熱くなれることを見つけて高
校生活を楽しんでください！

森鍵 日葵（3年・東和中学校卒業）

花巻北高校には、自分の新しい可能性に気づく
チャンスがたくさんあります。私はホームステイ
受け入れを機に英語への意欲が高まり、ＡＳＭＳＡ
海外派遣で憧れのアメリカへ短期留学することができ
ました。海外で多くの人と出会って刺激を受け、新たな目標も見つかり
ました。その他にもＨ×ＡＣＴやスペースプロジェクトを通して、新し
い友人がたくさんでき、自分の世界が広がります。みなさんも自分の中
の「楽しい」を見つけながら一緒に充実した高校生活を楽しみましょう！

宮地 美羽（3年・北上北中学校卒業）

花巻北高校での生活は、自分を成長させるチャン
スの宝庫です。その一つが宇宙に関する様々な取
り組みを行うスペースプロジェクトです。私はこの
プロジェクトのプログラムに積極的に参加しました。人
工衛星に関するワークショップに参加し、学会での発表も行いました。ま
た、JAXAで実際の人工衛星に触れ、その衛星の打ち上げ中継を体育館で
全校生徒と見ることができました。どれも普通の高校生ではできない、花
巻北高校に入学したからこそできた貴重な体験です。この体験から、今ま
で未知の存在であった宇宙でも自分のできることはたくさんあると知り、
未知のものに挑んでいく積極性を身につけることができました。皆さんも
この花巻北高校で充実した生活を送り、自分を成長させてみませんか？

瀬川 真央（３年・江釣子中学校卒業）

花巻北高校にはたくさんの魅力があります。その
一つが、姉妹校のＡＳＭＳＡとの相互海外派遣事業
です。私はこの派遣生としてアメリカに渡り、新しい
発見や出会いを通して自分の視野を広げることができま
した。また、アメリカからの派遣生との国際交流も活発に行われています。
さらに、スペースプロジェクトやＨ×ＡＣＴの探究活動では、様々な分野
に触れることで貴重な経験ができます。このように、花巻北高校には自分
の目標を見つけたり、やりたいことに挑戦できる機会がたくさんあります。
ぜひ魅力溢れる花巻北高校で、充実した高校生活を楽しみましょう！

髙野橋 瑛奈（2年・湯口中学校卒業）

花巻北高校では、自分のやりたいことに挑戦でき
る環境が整っています。特に探究活動「Ｈ×ＡＣＴ
（ハクト）」では、自分が興味のあるテーマを設定し、
調査・研究・発表まで主体的に取り組むことができます。
宇宙や環境、地域課題など多様なテーマがあり、生徒たちは自由な発想で
活動することができます。また、活動を通じて、多くの人と出会い、視野
を広げることもできます。私は「花巻周遊デジタルスタンプラリー」を開
催し、プレゼンテーションをしていく中で多くの学びを得ることができま
した。この学校は、自分を成長させたい人にぴったりです。あなたも花巻
北高校で充実した３年間を過ごしてみませんか？

伊藤 琉賀（3年・南城中学校卒業）

花巻北高校は、生徒が主体と
なってさまざまな取り組みに
挑戦できる学校です。特に
「H×ACT」と呼ばれる探究
活動では、自分自身の興味・
関心に基づいてテーマを設定
し、深く掘り下げて学習する
ことが可能です。実験や発表
資料の作成も、生徒自身が主
体となって行うため、流れやゴールを見通した上で、計画的に課題に取り
組む力や、仲間と協力して進める力を養うことができます。また、学校行
事も非常に活発です。体育大会や「桜雲祭」では、生徒会執行部が中心と
なり各委員会のメンバー、様々な部などが企画から準備、当日の運営まで
を自分たちの手で行うため、生徒一人ひとりが役割を持ち、協力し合うこ
とができます。学習面でも心配はありません。授業では生徒全員に真摯に
向き合った指導をしてくださいます。また、先生方が手厚くサポートをし
てくださるので、わからない問題があったり不安な点があったりする場合
には先生を頼りましょう。ぜひ花巻北高校に入学し、学習だけでなく積極
的に様々な活動に取り組んでください。

目標に向かって努力するとき、より良い環
境に身を置くということはとても大切なこ
とです。どんな場所でそれを行うのか、ど
んな指導者に教えを乞うのか、どんな仲間
と共に取り組むのか。花巻北高校は、目標
を叶えるための環境が整えられ、勉強にも
部活にも趣味にも人間関係にも一生懸命な
人が多い学校だと思います。何でもがんば
りたい、大切にしたいという人にとってはりたい、大切にしたいという人にとっては
うってつけの場所です。一方で、がんばり
たくないし、厳しいのも嫌、という人もいるでしょう。がんばりすぎない
で自分を大切にするべき、無理は禁物、という意見もその通りだと思います。
しかし、何かに夢中になれる機会・環境というのはとても貴重なものだっ
たと、自由と暇と（比較的）広い視野を手に入れた今になると分かります。
無理して潰れない程度になら、何かに夢中になってみるのも悪くないので
はないでしょうか。花巻北高校には、そのための舞台があるはずです。

桜雲台での青春の日々が 輝く君の未来へと繋がる

千葉大学 情報・データサイエンス学部　情報・データサイエンス学科

阿部  遙輝  【あべ はるき】 第89期（令和6年度卒）

東北大学 文学部人文社会学科1年

伊藤  光梨  【いとう ひかり】 第89期（令和6年度卒）

日本オリンピック委員会提供
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北教大函館校
弘 前 大
岩 手 大
東 北 大
宮 城 教 育 大
秋 田 大
山 形 大
福 島 大
茨 城 大
筑 波 大
宇 都 宮 大
埼 玉 大
千 葉 大
東 京 外 大
東 京 学 芸 大
東 京 農 工 大
東 京 医 歯 大
横 浜 国 立 大
新 潟 大
静 岡 大
山 梨 大
信 州 大
大 阪 大
和 歌 山 大
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岩手県大宮古短
岩手県大盛岡短
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湘 南 工 科 大
鎌 倉 女 子 大
関 東 学 院 大
東 京 工 芸 大
産 業 能 率 大
新潟医療福祉大
椙 山 女 学 園 大
金 沢 学 院 大
中 京 大
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京 都 橘 大
近 畿 大
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名 寄 市 立 大
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福島県立医大
会 津 大
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高 崎 経 大
埼 玉 県 立 大
東 京 都 立 大
神奈川保福大
横 浜 市 立 大
新 潟 県 立 大
山 梨 県 立 大
都 留 文 科 大
富 山 県 立 大
長 野 大
長 野 県 立 大
静岡文化芸大
静 岡 県 立 大
愛 知 県 立 大
合　　計
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（1）

1
1
1
1

4 （0）

12
7
1
13 （0）

（1）
（1）

1
1

10
5

10

（1）

（1）

（0）
3
3

10
6

16 （0）

1

1
2 （0）

4

4 （0）

5
1

5 （0）

（0）0

1
1

(3)

(2)

(1)

(1)

(1)

(11)

3
2
1
2
1
1

1
1

3
3
1
5
8

4

1
2

1
4

1

4
1
1

4
1
1
2
6
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2
1

2

(1)

8

10

1

1
2
4
1
1
6
4
1
1
2

1

7

2

3

1
4
2

1

1

1

293

(1)
(1)

(1)
(10)

R5年度R6年度

R5年度R6年度

R7年度

R7年度

青 森 大
八 戸 学 院 大
八 戸 工 大
弘 前 学 院 大
弘前医療福祉大
岩 手 医 大
富 士 大
盛 岡 大
岩手保健医療大
石 巻 専 修 大
仙 台 大
東 北 学 院 大
東 北 工 大
東 北 福 祉 大
東 北 医 薬 大
宮城学院女子大
仙台白百合女大
東北文化学園大
尚 絅 学 院 大
ノースアジア大
秋田看護福祉大
日赤秋田看護大
東 北 芸 術 工 大
東北公益文化大
奥 羽 大
つ く ば 国 際 大
流 通 経 済 大
国際医療福祉大
自 治 医 科 大
育 英 大
白 鴎 大
作 新 学 院 大
上 武 大
群馬医療福祉大
群 馬 パ ー ス 大
足 利 大
跡見学園女子大
埼 玉 医 大
埼 玉 工 大
城 西 大
駿 河 台 大
文 教 大
日本医療科学大
淑 徳 大
千 葉 工 大
開 智 国 際 大
中 央 学 院 大
千 葉 科 学 大
青 山 学 院 大
亜 細 亜 大
桜 美 林 大
北 里 大
杏 林 大
国 立 音 大
慶 応 大
工 学 院 大
国 学 院 大
国 士 舘 大
駒 澤 大
実 践 女 子 大
芝 浦 工 大
順 天 堂 大
聖 心 女 子 大
上 智 大
成 蹊 大
成 城 大
専 修 大
創 価 大
大 正 大
大 東 文 化 大
高 千 穂 大
拓 殖 大
玉 川 大
多 摩 美 大

(1)

(1)

(1)

2

6

1
16
3
34
4
2

33
16
8
4
2
2
1

1
2
5

1

3

1

1
1
2

2
3
1

2

1
1

2

1

1
1

2
4

1

1

2

1
1
7
2
1
14

39
3
2

39
15
8
3
9
1
6
4
1

1
4

1
1
2

1
2
1
1

6
4
2

2

3

1

5

2

1
2
1
3

2
2

2
1
2
1

7
1
2
1

(1)

(1)

(1)

(2)

(1)

9
1

2

5
1

3

2

9

1
14
8

1
1
1

1

6

3
1
1

1

3
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(1)

（2）

1

10
2
47
2
3
1
31
5
11
6

4
1

1

2
1
1

1
1

1
2
1

16
1

1

2

2

1
1
3
1

2

1
1

1

(1)

R5年度R6年度R7年度

学校所在位置
花巻駅～本校▶2.7㎞
バス▶10分
徒歩▶30分


